


「富」10円

　仕事と家の往復。いつもの日常、面白いことも起きない。
休みの日にやることと言えば、寝ることと、毎シーズン宝くじを買うこと。
「いつか当たりますように……」
僕の人生なんて、失敗の連続で、基本的性分は他力本願に尽きる。
誰にも負けたくないとか、特別な自分だなんて思いは、毛頭なかった。
売り場では、聞き覚えのあるＢＧＭが流れていた。
「ジャンボのやつ１０枚下さい」
「サマンサジャンボでいいですか？」
眼鏡を掛けたぽっちゃりしたおばさんも、僕の顔を覚えているようだ。今回も、１０枚だけ買った。
僕だって、譲れないものはある。
それは、このジャンボで当たりをひくことだ。当たれば、僕の下級階級の生活が、一気に上流階級へとかけ昇ることができる。後は、抽選日を待つだけだ。

　今朝の朝刊を見た。初めに見るところは、もちろんジャンボの当選ナンバー。一等から順にみていく。当たった試しはないが。五等の３００円は、必ず当たる。紙面をめくった。
「あれ」
「嘘だろ」
４３組０６００４番。目を疑った。
手が震えている。新聞に亀裂が走った。
「まさか」
「４３組」
「０６００４」
僕は、一等をこの目で確認した。
当たった。
８００００００００円。
ゼロが８つ。とんでもない数字。
僕一人しかいないとわかっているのに、部屋を見渡した。
誰も知らない。僕が８億円を手に入れたなんて。
このお金で、何を買うべきか。現実に手に入る妄想が膨らむ。
家を買う？車を買う？生命保険？迷わなくてよい全部買える。
インターネットで、家を探し始めた。高級マンション、庭つき一軒家、何が良いだろう。
一人暮らしだと、マンションのほうが何かと便利だと思った。
「よし、マンションを買おう」
一番贅沢な３０階の最上階、角部屋にした。３ＬＤＫ１００平米。
「次は、内装や家具だな」
日焼け可能なオープンテラス。
防音窓に、サウナ付お風呂。
カラリ床配備。
お掃除簡単、抗菌仕上げの瓢箪形の風呂蓋。
家具も、アンティークを揃える。
有名デザイナーのテーブル。
体にフィットする、健康ソファー。
自家発電の太陽電池パネル。
大理石の電気コンロ。

「快適な生活を送るための電化製品」
８０インチの超大型ＬＥＤ液晶３Ｄテレビ。
吸引力の落ちない掃除機。
自動掃除ロボット。
美味しさの落ちない冷凍機能つき冷蔵庫。
最新型ＯＳ搭載の、タッチパネル付ノートパソコン。
自動洗浄センサーつきのウォシュレット。
余計な油を落とす、水蒸気オーブンレンジ。
窯で炊いたご飯なみの味を実現した炊飯器。
大容量食器洗浄機。
節水機能の縦型洗濯機。
好きな物が買える喜びは、幸福感で満たされた。

「次は車だ」
高級な物が良いだろう。スポーツカーなんてどうだ。
どうせ買うなら、ドアもガルウィング仕様がいいかな。
オプションもフル装備でいこう。
コーティング処理もほどこしたほうが、洗車が楽だ。

「生命保険も入っていれば、いざというとき安心だ」
入院保険つきのものにはいろう。成人病に、対応してあるのがいいかな。
まだまだお金は余っていた。

　「人を雇おう」
自分で家事をしないで済むように、お手伝いさんを派遣してもらう。車の運転手も雇うことにした。

　「金もあるし、仕事もする必要ないな」
僕は、家庭の事情で退職届を提出し、仕事を辞めた。いざ辞めてみると、時間を持て余し暇になった。
「今日は何して遊ぼうか」
世界一周旅行も三周すれば満足した。高級レストランも毎日通って、味に飽きた。
お金だけあっても、何か足りなかった。遊行三昧するが、幸福感は満たされない。
「つまらない」
時間だけが過ぎていった。

それから僕は歳をとった。
自力で家事をしなくなった僕の筋力は、早いスピードで衰えてしまった。自分の力で、ベッドから起き上がることはできないのだ。
訪問介護を受ける日々。
「介護士さんに質問した」
「僕は、お金がたくさんあって、ありとあらゆる贅沢をしたが、幸せになれない」
「そうですか」
「どうしたら、幸せになれますか？」
「私は、お金がないけど幸せです」
「お金がないのに幸せ？」
「はい」
「欲しい物が何でも買えますよ？」
「幸せって、商品ないですから」
確かに、そんなものはこの世界中探したが売ってなかった。
「では、幸せってなんですか？」
「幸せは、人を助けることで与えられるものです」
「まさか、この歳で幸せが買えないことを教えてもらうなんて、思いもしなかった」
「気が付けて良かったですね」
「僕はお金を捨てます」
「はい」
僕は全財産を、貧しい人に寄付することにした。
困っている人が使ってくれる。
そう考えるだけで、僕は幸せを手に入れた。


完
